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IICは NTTグループ内での活用
にとどまらず、IOWNを社会全般
に幅広く普及展開し、IOWNの価
値を享受してもらいたいと考えてい
る。図 1に示すように、4階層の普
及展開領域を定義し、領域ごとに取
り組みを進めている。
以後、それぞれの領域での取り組
みを紹介する。
■半導体デバイス領域
従来の情報通信システムでは、光
信号は半導体デバイスによって処理
された情報を他の拠点に伝えること
のみに使われてきた。半導体デバイ
スは「ムーアの法則」に沿って進化
してきたが、処理すべき情報の爆発
的な増加に伴い、装置内あるいは半
導体間の情報伝達を行っていた電気
信号では、速度・エネルギー消費の
観点で限界が見え始めている。この
ような背景から新たなブレークス
ルーが求められている。　

NTTが研究開発を進めてきた光電
融合技術は、従来の半導体デバイス
を用いたシステムにおいて光信号と

電気信号を適材適所で活用する技術
だ。さまざまなレベルで光を活用す
ることで、小型・経済化、高速・低
消費電力を実現する。

NTTでは、光電融合技術の進化
に連動する形で IOWN1.0 から
IOWN4.0までロードマップを定め
ている（図 2参照）。段階的に光接
続する範囲を拡大し、IOWN4.0で
は演算処理を行うロジック半導体の
近傍まで光化する予定だ。
光電融合技術の適用領域が従来の
通信分野からコンピューティング分
野に拡大し、幅広いベンダやハイ
パースケーラー等に光電融合デバイ

スを活用してもらうことで、消費電
力増大の解決に貢献することを期待
している。適用先が自動車やモバイ
ル端末等、コンシューマ分野に広が

IOWN（Innovative Optical and Wireless Network）構想の早期具現化を目指し、NTT研究所が創出する技術の実用化と、
それらを核とするIOWNサービス・プロダクトの提供に取り組むIOWN総合イノベーションセンタ（以下、IIC）。本稿では、社会
全般への IOWNの幅広い普及展開、および持続的成長に向けた社会変革への寄与に向けた同センタの活動について紹介する。
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図1　IOWNの普及展開を狙う領域

社会全般に広く IOWNを
普及展開するため 4階層の
領域毎に研究開発を推進
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れば適用台数は億単位に拡大し、1
台あたりの使用量も増える。これに
よりカーボンニュートラルの実現に
大きく貢献することが期待できる。
光電融合デバイスを早期に世の中
に提供するため 2023年 6月に設立
した NTTイノベーティブデバイス
株式会社とも密に連携していく。

■IT機器領域
NTT研究所が提案する「光ディ
スアグリゲーティッドコンピュー
ティング」は、光の特性を活かす新
たなコンピューティングアーキテク
チャだ。光電融合デバイスにより光
インターコネクトで GPU、FPGA
等のアクセラレータ間を、CPUを
介さずに大容量・低遅延でつなぎ、
性能向上と電力効率向上を図る。
設備をサーバではなくアクセラ
レータ単位で増強できる上、処理に
応じてさまざまなアクセラレータか
ら最適なものを必要な量だけ割り当
てることが可能なため、エネルギー
利用効率向上を期待できる。
現在このアーキテクチャを採用し
た Super White Box（以下、SWB）
の研究開発を進めている。SWBを
NTTグループの社内システムに適
用するだけでなく、サーバシステム
としての提供や as a service基盤と
いった形態で NTTグループ外にも
幅広く利用してもらう機会を提供
し、社会全体のカーボンニュートラ
ルに貢献していく考えだ。

■通信ネットワーク領域
光電融合デバイスや SWBを活用
しながら革新的なネットワークサー
ビスを実現する。その 1つが APN
（All-Photonics Network）だ。光のみ
で接続しお客様一人一人に光の波長
を提供するため、低消費電力で広帯
域なデータ転送が可能だ。2023年 3
月に NTT東日本／西日本が APN 
IOWN1.0の商用提供を開始した。
既存サービスに比べて大容量、遅
延が 1/200かつ遅延の揺らぎが無
い通信環境を提供できる。これによ
り遠隔医療など、遠隔からの精密な
作業を可能にする。遠隔会場間で公
平な対戦環境を保証する eスポーツ
のような、新たなユーザ体験の提供
にも役立つ。
無線基地局に光電融合デバイスを
活用する、モバイルフロントホール
を APNベースで構築する、また
vRANソフトウェアを SWB上で稼
働させるといったことにより 5G/
Beyond 5Gサービスの低消費電力
化も可能だ。
今後は回線の設置・拡張のリード

タイム短縮化や更なる大容量化、
ネットワーク品質の保証といったメ
リットを実装し、データセンタ間接
続、スマートファクトリ̶、6Gサー
ビスなどへの適用をお客様とともに
進めていく計画だ。
■ICTソリューション領域

NTT研究所では高速・大容量・
低消費電力なデータ通信を実現する

SWBや APN等（以下、
IOWNインフラと総称）
に加えて、それらの特性
を優位に活用できるセ
キュリティ技術やデータ
処理技術を研究開発して

いる。多拠点に偏在するデータから
必要なデータを迅速に効率良く入手
し利用できるようにする「仮想デー
タレイク」、多拠点間での効率的な
データ送受信を可能にする「データ
ブローカー」、異なる組織間でデー
タやアルゴリズムを互いに秘匿した
まま実行可能にする「データサンド
ボックス」などの技術（以下、
IOWN技術群と総称）がある。
上記の IOWNインフラと IOWN

技術群を組み合わせて利用可能な
「IOWNプラットフォーム」を構築・
提供していく。これにより広域に分
散したデータのリアルタイム処理
や、安全・安心なデータ流通といっ
た新たな価値を創出すること、また
幅広い業界でビジネス課題解決や新
規ビジネス展開のソリューションに
役立ててもらうことをめざす。
さらには特定業界におけるベスト
プラクティス提供から他業界への横
展開など、幅広く IOWNの価値を
享受してもらう世界の実現に向け、
コンサルテーションを行える人材育
成などの取り組みも推進している。

今後もさまざまなステークホル
ダーの方々に対して新たな価値を、
できるだけ早期に、より効果的な形
で提供していけるよう、多方面の
方々とコラボレーションしながら
IOWNの実用化を推進していく。
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図 2　光電融合デバイスのロードマップ

多方面とコラボレーションし
ながら IOWN実用化を推進


